
39

明星大学発達支援研究センター紀要　MISSION　March/2017 No. 2

Sumiko Kyogoku :明星大学発達支援研究センター

【実践報告】

〈要旨〉本研究では、ユニバーサルデザインの授業作りにおいて、単元指導計画が果たす役割について検討した。
小学校4事例、中学校２事例の単元指導計画を取り上げ、①学びの系統性の明確化　②学びの深まりの構造
化　③達成度の個別化への対応　④指導計画から学習計画への発展の４つの視点から、その有効性を探った。
その結果、単元指導計画において、①系統性を明確にすることで単位時間の指導目標が焦点化される②単位
時間のつながりを構造化することで教科の本質に迫る授業になる③児童生徒の実態把握と対応を明記すること
で、計画的に個に応じた支援ができる④指導計画を学習計画に発展させることで子供の主体的な学びにつなが
る可能性があるということがわかった。このことから、UD授業作りに単元指導計画が果たす役割は大きいと考え
る。

キーワード：単元指導計画、目標の焦点化、指導内容の構造化、実態把握と対応、主体的な学び
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ユニバーサルデザインの授業作りに
単元指導計画が果たす役割

1. 研究の背景と目的

　平成28年4月に、障害者差別解消法が施行され、
合理的配慮が義務化されるなど、教育現場におけ
る「特別支援教育」は、特別ではない教育へと転
換されようとしている。こうした国の動きとも連
動して、全国の小・中学校を始め、高等学校でも、
ユニバーサルデザイン化された授業づくりの取り
組みが進められている。
　平成27年9月には、「授業のユニバーサルデザ
イン研究会」が「日本UD学会」としてスタート
を切った。桂（2016）は、「授業UDとは、特別
な支援が必要な子を含めて、通常学級の全員の子
どもが、楽しく学び合い、『わかる・できる』こ
とを目指す授業デザイン」としている。
　その実践は、学習においてつまずきを生じやす
い子供の特性（授業でのバリアを生じさせる発達
障害のある子の特徴）を理解し、焦点化や視覚化、

共有化、スモールステップ化、構造化などの様々
な工夫（授業でのバリアを除く工夫）を取り入れ
て、すべての児童生徒が、意欲をもって授業に参
加し、理解し、習得・活用すること（授業での「学
び」の階層モデル）を目標にしている。（図1.）

 
　こうしたUD授業の多くの実践事例から、子供

図1. 授業のUD 化モデル
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の参加意欲の向上を確実に観ることができる。ま
た、「授業が分かりやすくなった」「学力の向上に
つながった」などの報告も見られる。
　しかし、一方で、それらの授業のUD化の実践
が、「教科の本質に迫るものとなっているか」「目
の前の子供の実態に正対しているのか」といった
指摘もある。
　こうした現状から、学習指導要領に示された目
標にそって、①どのような内容をどのように組み
立てて指導し、教科の本質に迫るか、②その際生
じる目の前の子供たちの個人差にどのように対処
するかという研究が、さらに必要となっている。
　小貫（2016b）は、我が国の授業UDの理論化
へのたたき台として、授業技術<道具性>の研究、
子供のつまずきとその対応方法<必要性>の研
究、教科の系統性と授業内容の関連<最適性>の
研究の可能性を提案し、その中でも、最適性の研
究では、「授業展開のUD化」とともに「単元計画
のUD化」についても方法論の一つとして議論さ
れることが必要になると述べている。
　筆者は多くの授業実践を見る中で、単元指導計
画をUD化することが、1時間の授業の質を上げ、
個のつまずきへの対応を行う上で、いかに有効で
あるかを実感してきた。
　そこで、本稿では、研究授業や協議会を通して
見取った優れた実践事例を取り上げ、「ユニバー
サルデザインの授業作りに単元指導計画が果たす
役割」について検討していく。その際、単元指導
計画の作成には次の4つの視点が重要であるとい
う仮説のもとで、検討していくこととする。

①学びの系統性を明確にし、ねらいが焦点化され
た授業を作る （学びの系統性の明確化）
②学びの深まりを構造化し、教科の本質に迫る授
業を作る （学びの深まりの構造化）
③児童・生徒の実態に応じた授業を計画的に作る　　　　　

 （達成度の個別性への対応）
④児童生徒が主体的に学ぶ授業を作る
 （指導計画から学習計画への発展）

2. 方法

　取り上げる単元指導計画は、次の6事例である。
いずれの学校も、全職員が一致してUD授業に真
摯に取り組み、成果を上げている。
A.小学校 第5学年 国語科（日野市立日野第三小学校）
B.中学校 第2学年 社会科（高山市立東山中学校）
C.小学校 第3学年 体育科（日野市立日野第七小学校）
D.小学校 第6学年 算数科（日野市立七生緑小学校）
E.中学校 第3学年 数学科（高山市立東山中学校）
F.小学校 第3学年 国語科（八王子市立小宮小学校）

3. 実践事例にみる単元指導計画が果たす役割

3.1　学びの系統性の明確化の事例

　1時間の授業を作る上で、何より重要なことは、
目標を焦点化することである。子供たちをひきつ
ける様々な工夫のある授業は、子供たちが活発に
活動し、楽しんでいる。しかし、その結果、教科
のどのような力がついたのか、どのような学び方
を習得したかという点で振り返ってみると十分と
は言えないことが多い。これは、その授業の目標
が明確でないことによる。
　単位時間（小学校は45分・中学校・高等学校
は50分）の授業の目標を明確にするためには、
系統性を把握する必要がある。今までの学習で、
どのような知識・技能を習得してきたのか、どの
ような見方や考え方を学んだのか、どのような課
題解決の方法を身に付けてきたのか、そして、そ
の上に、何を積み上げるのかということの理解が
なければ授業を作ることはできない。
　単位時間の授業の目標は、小中学校でいえば、
「9年間の系統的な指導目標」の中でどこに位置付
けられているかを明確にする必要がある。その上
に立って「学年の指導目標」「単元の指導目標」「単
位時間の目標」が設定される。（図2.）
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（1）実践事例<A>　小学校第5学年　国語科　
　国語科は、単位時間の目標を焦点化しにくい
教科といえる。例えば、「読むこと」の指導では、
教材文を使って論理（読み方）を指導する。しかし、
ともすると、教材文を細かく区切って内容を読み
取っていくという授業が行われがちである。そう
した指導計画では、単位時間ごとの授業で「子供
がどのような読みの力をつけたのか」という課題
に応えられない。
　桂（2014）は、「国語授業で一番大事なのは論理」
とし、文学の5つの読み方（①作品の設定②視点
③表現技法④中心人物の変化⑤主題）を提案して
いる。さらに、5つの読み方を小学校6年間の中で、
系統的・段階的に指導していくための系統表を示

している。（図3.）
　この理論にそって、実践を重ねているのが日野
市立日野第三小学校（2016）である。
　この研究で注目できるのは、「単位時間の目標
を教科の本質（論理）にそって焦点化する」ため
に、単元指導計画のUD化に取り組んでいる点で
ある。
①単元名「大造じいさんとガン」　（図 4.）
　この単元で身に付ける論理は、①作品の設定
（時・場所・登場人物・出来事・人物像）、②視点
（視点が分かる表現）③表現技法（情景描写の効果）
④中心人物の変化（変化のきっかけを読み取る）
⑤主題（複数の観点から）と設定されている。こ
れは、系統表の中の5年生の指導内容（一部、他
学年）になっている。
　例えば、二次4時の内容の授業では、中心人物
の気持ちが「はじめ」と「おわり」では大きく変化
した「きっかけ」となる出来事は何かを追究する。
大造じいさんの気持ちの変化は、登場人物の関係
の変化であると読み取り、主題に迫っていく。（図
5.）こうした学習が可能になるように、5年生ま
でに、系統表にそって、④中心人物の変化に関す
る学習を段階的に積んでいる。

図３．文学の学習用語の系統

図２．目標の焦点化の道筋
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②考察
　系統性が明確になった上で単元指導計画を作
り、単位時間の目標を決めたことで、ねらいが焦
点化された授業になっている。
　授業後の協議会では、「ねらいに迫るための教
師の発問の精選」や「ねらいの達成度」などにつ
いて議論が深まった。教師からは、「子どもに何
を学ばせればよいかが明確になって自信をもって
授業ができるようになった。」という声が聞かれ

図４．「大造じいさんとガン」単元指導計画

図５．中心人物の変化のきっかけを考える
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た。
　また、三次（活用場面）では、どの児童も、他
の作品の研究ポスターを、二次で学んだ論理（中
心人物の変化・主題など）を活用して記述してい
た。文学作品を読む力がついていることがわかる。
　この実践から、系統性を明確にした単元指導計
画を作成することにより、単元時間のねらいが焦
点化され、スモールステップを意識して指導内容
が組み立てられることがわかる。

3.2　学びの深まりの構造化の事例

　従来の授業では、子供は、単位時間の授業が、
他の時間の授業とどのようにつながり、単元全体
の中でどのような位置づけかがわからないで授業
を受けることが多かった。もし、単元全体を俯瞰
し、その中の本時と理解すれば、文脈が分かり学
びやすくなる。
　奈須は（2016）は、「人間が、わけがわかると
いうことは、文脈が取れているということ。そこ
に行く意味がわかるということ」と述べ、「授業
UDで、論理的に授業をつくるということは、問
題解決の文脈を論理化しているということ」とし
ている。
　小貫（2016a）は、学びにくさのある子供は、「授
業内容の統合」を苦手としていると述べ、展開と
展開の間にあることがつながって（統合して）「つ
まり・・・ということなのだ」ということが伝わ
りにくいため、本質が伝わらず部分的な理解に留
まってしまう傾向にあるとしている。
　この統合という論理的な思考は、学びにくさの
ない子供にとっても難しい概念である。これは、
単位時間の統合の難しさとともに、単元全体の、
さらに言えば、学年の指導内容を超えて統合して
考えることの難しさに通じる。一方、統合すると
いう論理的な思考ができる子供は、あることを学
ぶと、既習学習や生活経験と結び付けて深く考え、
より一般化していくことができる。多くの知識を
ばらばらに覚えることに労力をかけなくてもよい
ことになる。
　単元全体を構造化し、問題解決の文脈を明確に

して授業実践を全教科で行っている学校がある。
2事例（B・C）を取り上げる。

（1）実践事例 <B>　中学校第 2 学年　社会科
　岐阜県高山市立東山中学校（2015）は、創立以
来、「ひとりも寂しい思いをしない学校」を校訓
に掲げ、ユニバーサルデザインの視点に基づいた
授業づくりに取り組んでいる。授業づくりの柱と
して次の点を挙げている。

全教科とも、単元を貫く課題を明確に設定し、そ
れぞれの単位時間がどのような役割を持ち、つな
がっているかを単元構想図として示している。そ
の上で、「本時のねらい（評価基準）」が設定される。
①単元名「活発な産業を支える人々のくらし」（図6.）
　本事例の注目すべき点は、単元を貫く課題の設
定と、単元全体の構造化である。
　「なぜ、中部地方では3つの地方で盛んな産業
が異なっているのだろう」という学習課題を、単
元6時間を通して追究する計画になっている。
　1・2時で中部地方を大きく眺め、3~5時で単
元の主課題を詳しく解明し、6時で「どの産業も
そこにある地理的条件を克服したり、活用したり
して発達している。さらに、昔からあるものを守
るだけでなくさらに発展させようという営みが中
部地方の産業発展を支えている」という共通点を
導き出すという構造になっている。
　このように、それぞれの単位時間の役割とつな
がりがよく分かる単元構想図である。
②考察
　東山中学校で授業を参観した時、大変に驚かさ
れた。それは、①教師の話の少なさ②生徒の高い

１．つけたい力と授業の役割を明確にした指導計画の
作成（単元のユニバーサルデザイン化）
（１）生徒の実態を適切に捉えるための方途
（２）単元における授業の役割と各単位時間におけるね
らいと評価基準の明確化
２．学んだことを定着させるための指導・援助方法の工
夫（単位時間のユニバーサルデザイン化）
（１）「話す」「書く」活動を位置付けた主体的な学び
を保証するための授業展開
（２）自己肯定感を味わうことのできる評価の工夫（自己
評価・相互評価・即時評価など）
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図６．「活発な産業を支える人々のくらし」単元指計画
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目的意識と活発な活動③一人一人への的確な支援
④構造的な板書などである。クラスのほとんどの
生徒が挙手をし、発言する。生徒は授業の到達目
標をよく理解して課題解決に臨み、学びを共有す
るなどの工夫と相まって、目標の達成度を上げて
いる。
　こうした生徒の姿は、単元を貫く課題のもとで、
単位時間のつながりが構造的である学習過程によ
り、授業がわかりやすく、教科の本質に迫るもの
になっていることに一因があると考える。
　この単元で学ぶ（ア）自然環境を中核とした考
察（イ）歴史的背景を中核とした考察（ウ）産業を
中核とした考察は、中部地方の学習にとどまらず、
他の地域でも使うことができる教科の論理として
学んでいるのである。
　さらに、単元の中に、他の地域との比較など活
用場面が設定されると、中部地方から様々な地域
へと、より統合的に見方や考え方が広がっていく

と考える。

（2）実践事例 <C>　小学校第 3 学年　体育科
　日野市立日野第七小学校（2016）は長く体育科
の研究を続け、UDの視点で学びの深まりを構造
的に表した単元指導計画や、子供のつまずきに着
目した指導の工夫などで授業の質の向上を図って
きた。
①単元名　「ランドビー」ゴール型ゲーム（図 7.）
　7時間の単元の中で、運動への態度やボール使
いの技能、チームプレイについて徐々に高めてい
く計画になっている。2~4時では、チームプレイ
の型を焦点化して学び、5~7時では、その型を選
んでゲームを行う。「ゲ―ム」と「作戦」を繰り返し、
技やチームプレイを磨いていく。
　児童には、1~7時の計画がわかるように学習
ノートが配られ、単元全体を見渡して本時に臨め
る工夫がなされている。　

図７．「ランドビー」単元指導計画（一部抜粋）
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②考察
　学習の場では、教師の説明や指示の時間は少な
く、子供が技術力やチームプレイを向上させる運
動の時間が多い。第6時では、ゲームの作戦の場
面や振り返りの場面で、子供達は「パスの出し方
は・・」と第3時で学んだ工夫をチームのねらい
として共有していることがわかった。また、教師
は的確な個別の支援を行っており、運動の苦手な
子や、集団の学びが不得意な子も活躍していた。
　体育科などの技術を身に付ける教科では、ス
モールステップ化が特に欠かせない。その道筋を
わかりやすく示し、単元全体がレベルアップに向
けて構造化されるような計画は、児童にもめあて
や方法がわかりやすく、教師にとってもつまずき
をとらえて支援しやすい。
　この実践から、単元指導計画の構造化は、教科
のねらいに迫る授業作りに役立つことがわかる。

3.3　達成度の個別性への対応の事例

　UDの授業作りでは、「単元指導計画」が作成
された時点で、計画内の学習内容と照らしてみて、
その理解に困難を持つ可能性のある児童生徒を把
握する。具体的には「レディネスチェック」である。
単元の学習内容を十分に理解できる習熟状態にあ
るのか、前提となる知識を持っているかどうかを
判断する。したがって、レディネスチェックの作
業ができる程度に、単位時間の目標が具体的に示
されることが大切になる。
　チェックの結果、単元を学ぶだけのレディネス
が足りていないと判断された児童には、それを放
置することなく、どう対応するかを決める。
　小貫（2016a）は、対応の方法として①「指導の
工夫」②「個への配慮」③「授業外の補充指導」の「授
業構成の三段構え」を提案している。（図8.）
「指導の工夫」は、授業のUD化モデル（図1.）で
示したバリアを除く工夫を全体に対して行う。
「個への配慮」は、例えば、読みのつまずきのあ
る子供に対するふりがな付きや拡大文字の教材使
用などを個のつまずきに応じて行うことである。
　「授業外の補充指導」は、授業に出たときに活

かせることを前提に行う教科の個別指導である。
　指導は①担任（教科担任）②リソースルームや
特別支援教室③通級による指導で行うなどの選択
肢が挙げられる。

（1）実践事例 <D>　小学校第 6 学年　算数科
　日野市立七生緑小学校（2016）は、全校で、算
数科を通してユニバーサルデザインの授業作りを
行っている。注目すべき点は、単元指導計画上に、
児童のつまずきの予想に沿って、授業内で行う指
導の工夫や個別の配慮のほかに、特化した指導と
して「補充指導」を計画していることだ。その内
容は、「個別の予習的指導」と「個別の復習的指導」
としている。 （図9.）

図８．授業構成の三段構え

　図9．補充指導のシステム
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①単元名　「比例と反比例」（D 数量関係）（図 10.）
　本単元の目標は、「伴って変わる2つの数量の
関係（変化の決まり）（対応の決まり）を考察する
ことを通して、比例の関係について理解し、関数
の考えを伸ばす」と設定されている。
　レディネステストの結果、既習事項である「分
数倍の意味」や、「グラフの読み取り」などに課題
が見られた児童がいた。また、学習の中で扱われ
る「面積の求め方」「速さ」の確認が、課題解決の
スタートラインをそろえるために不可欠であっ
た。そこで、授業以外でリソースルームなどと連
携し、それぞれのつまずきについて、個別の補充
指導を行った。
　「グラフの読み取り」でつまずいた児童には、
グラフの直線は点の集まりであることを、作業を

通しながら確認した。点を読み取るという意識付
けが効果的で、次の授業からは自信を持って臨む
姿が見られた。研究のまとめでも「補充指導を行
うことで、学習に対する意欲が向上し、学習内容
が今までよりも定着するようになった。」と報告
されている。
②考察
　算数科の学習は、既習事項を土台にして問題解
決を行っていくため、既習内容の未習熟がある場
合、学習への意欲や理解に大きく影響する。そこ
で、授業に出る前の予習的指導は、つまずきのあ
る子にとって有効な手立てとなる。
　こうした「補充指導」は、単元の指導が在籍学
級で開始される前から、行う必要がある。レディ
ネステストをもとに、単元指導計画の作成時に、

図10．「比例と反比例」単元指導計画
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つまずきの予想と対応策を検討し、授業者と補充
指導担当者が共有することが大切になる。
　この実践から、単元指導計画の中に個別の指導
内容を明記することが、計画的な個別指導にとっ
て効果的であることがわかる。

（2）実践事例 <E>　中学第 3 学年　数学科
①　単元名「相似と比」（図 11.）
　この事例では以下が注目される点である。

○「レディネステストの実施と補完するための手
立ての検討」
　単元の学習に入る前に、レディネステストを実
施しその結果に応じて補完する手だてを考えてい
る。その際、「授業の中で全体に対して行う手立て」
と、「個別に行う支援」を計画している。
○単元計画と本時で活用する既習内容　
　単元計画に単位時間ごとに活用する既習内容を
明記し、生徒のつまずきの把握に役立てている。

図11．「相似と比」単元指導構想図（一部抜粋）

A：知識・理解, B：技能, C：見方や考え方
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机間指導も頻繁に行い、個々の生徒の状況の把握
と対応を行う。（図12.）

○「つまずきの予想」「その要因」、「手だて」
　本時案には、授業展開に合わせて「全体への指
導の工夫」「2次（つまずきが予想される）の生徒
への指導・援助」「3次（更につまずきが予想され
る）の生徒への指導・援助」が計画され、教師の
動きも明確になっている。（図13.　本時案より一
部を掲載）教師はクラスごとの座席表上に対応す

る生徒を示し、指導・援助を行っている。研究授
業では、授業内容にそってつまずきの予想される
生徒の参加度を記録し、授業改善に役立てていた。
○毎時間、学習のまとめで評価問題を実施
　本時の内容は、次の時間の既習事項となるため、
確実に習熟を図る必要がある。毎時間、評価問題
を用意し、生徒の理解・習熟状態の把握を行う。
未習熟の場合は、次時に向けて対応策を練る。
②考察
　単元指導計画に「本時に活用する既習内容」を
明記し、生徒のレディネスに当たることで、生徒
の習熟状態の把握が適切になされる。
　また、その結果をもとに、教師は本時案を練る
際、目の前の生徒一人一人に対して「つまずきと
その要因」「手だて」を検討し、把握する。本時
案でつまずきと手立ての計画が立てられるのも、
単元指導計画が明確だからである。
　こうした取り組みの結果、教師による授業の中
での確認や机間指導による個への対応が丁寧に行
われている。ゆっくりコースの生徒も、全員、積
極的に授業に参加し、課題解決に向かっていた。

図13．つまずきの予想と手立て(じっくりコース)

図12．机間指導で生徒の状況を把握
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　また、授業の最後の評価問題も重要であり、次
の学習へのレディネスチェックとなっている。

3.4　指導計画から学習計画への発展の事例

　わかる授業を行うためには、教師の話を聞いて
理解する授業から、子供が主体的に考える授業へ
の転換が必要である。次期学習指導要領では、主
体的な学びがキーワードの一つとなっている。
　そこで、単元指導計画を、教師の計画に留めず、
子供の「学習計画」として活用した実践がある。

（1）実践事例 <F>　小学校第 5 学年　国語科
　八王子市立小宮小学校（2016）は、国語科の「書
くこと」の領域で、全校でUDの授業作りに取り
組んでいる。授業研究終了後も、その後の実践や
児童の変容を報告し合い研究を深めている点は、
単元全体を通して子供を育てる視点で貫かれてい
る。
①　単元名「組み立てにそって物語を書こう」
　レディネスチェックでクラスには「書きたいこ
とが頭の中にたくさんあるものの整理できず、何
からどのように書いたらよいか分からなくなる」
など苦手意識を持つ子がいることがわかった。
　そこで、書くことの指導過程を、「取材」「構成」
「記述」「推敲」「交流」の順に組み、さらに、子
供たちに「学習計画カード」として全単元が見渡
せるように提示した。また、「学習計画」は教室
にも掲示され、本時が、どこを学んでいるのか視
覚化していた。（図14.）

②考察
　授業では、導入で、教師が本時のねらいとポイ
ントを確認し、書く活動に入ると全員が熱心に書
き始めた。教師は、一人一人の様子をよく観察し、
評価や支援を行っていた。毎時間の達成度は高く、
教師は作品に対して、赤ペンで支援や肯定的な評
価を行っていた。また、未達成者への補充指導も
担任により実施されていた。
　この事例から、学習計画を子供に提示し、単元
全体の見通しを持たせることで、子供は安心して
学ぶことができる。また、子供が学びの道筋が見
えて主体的に学習に取り組むことにより、教師は、
個別の支援に十分に時間をとることができること
がわかった。

4. 研究のまとめ

○<A>の事例で、系統性がはっきりしにくい国
語の授業6年間の指導の系統性を明確にして単
元指導計画を立てることで、単位時間のねらい
の焦点化が図られ、わかりやすい授業につな
がったといえる。
○<B><C>の事例から、単元指導計画を、個々
の単位時間の役割とつながりを明確にして学び
が深まるように構造化したことで、教科の本質
に迫る指導につながったと考えられる。
○<D><E>の事例から、単元指導計画作成時に、
アセスメントに基づく対応方法の検討や、補充
指導計画を作ることによって、目の前の個々の
子供の実態に正対する指導が可能になることが
わかる。
○<F>の事例から、単元指導計画を子供の学習
計画に発展させることで、児童生徒の主体的な
学びを実現することにつながる可能性があるこ
とがわかる。
○以上の結果から、「学びの系統性の明確化」「学
びの深まりの構造化」「達成度の個別性への対
応」「指導計画から学習計画への発展」の4つ
の視点を重視して単元指導計画のUD化を図る
ことの役割は大きいと考える。
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○6つの実践はどれも全ての児童が活躍し、力を
付けるUD化された素晴らしい授業だった。4
つの視点に分けて事例として提示したが、6つ
の実践とも、どの視点も兼ね備えていたことを
付け加える。また、いずれの実践校とも、全校
体制で取り組まれており、子供にとって安心し
て学べる環境が整っていた。
○今後、UD授業作りの現場で、単元指導計画の
工夫や検討が行われ、その結果、教師の授業作
りや子供たちの学びに効果があったのか、実証
的に検証を進めることが必要である。
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